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本
協
議
会
で
は
、
様
々
な
視
点
か

ら
皆
さ
ん
に
学
習
の
機
会
を
提
供
す

る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

は
、
野
幌
森
林
公
園
を
テ
ー
マ
に
「
生

涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
」
を
企
画
し
ま

し
た
。�

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
＝
〈
受
講
無
料
〉�

〜
全
体
テ
ー
マ
〜�

〈
再
発
見
！
　
野
幌
森
林
公
園
〉�

　
野
幌
森
林
公
園
は
世
界
的
に
も
珍

し
い
原
始
の
面
影
を
残
す
平
地
森
林

で
、
多
種
多
様
な
動
植
物
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
江
別
市
民
が
野
幌
原
始

林
と
習
わ
し
、
開
拓
時
代
か
ら
守
り

続
け
て
き
た
こ
の
森
の
価
値
と
今
後
の

保
存
、活
用
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。�

　
５
回
シ
リ
ー
ズ（
①
〜
④
は
、
各
分

野
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
。
⑤
は
、
実

際
に
森
を
歩
き
、
観
察
し
ま
す
。
）�

◇
第
一
回
◇
平
成
１９
年
９
月
２１
日（
金
）�

▼
テ
ー
マ
　
「
『
野
幌
原
始
林
』
の
自

然
と
歴
史
を
た
ず
ね
て
」�

▼
講
　
師
　
札
幌
学
院
大
学�

　
　
　
　
　
教
授
　
奥
谷
　
浩
一
氏�

▼
内
　
容
　
野
幌
原
始
林
の
自
然
を

概
説
し
、
北
越
殖
民
社
を
は
じ
め
森

を
守
り
抜
い
た
人
々
の
努
力
や
軌
跡

な
ど
を
お
話
し
ま
す
。�

◇
第
二
回
◇
平
成
１９
年
９
月
２８
日（
金
）�

▼
テ
ー
マ
　
「
野
幌
原
始
林
と
新
野

幌
の
戦
後
緊
急
開
拓
史
」�

▼
講
　
師
　
札
幌
市
文
化
資
料
室�

新
札
幌
市
史
編
集
員
　西
田
　秀
子
氏�

▼
内
　
容
　
昭
和
二
十
年
の
秋
、
野

幌
原
始
林
の
一
角
に
満
州
・
樺
太
か
ら

の
引
揚
者
、
失
業
軍
事
・
軍
属
の
家
族

が
入
植
し
ま
し
た
。
そ
の
苦
難
の
開

拓
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。�

◇
第
三
回
◇
平
成
１９
年
１０
月
５
日（
金
）�

▼
テ
ー
マ
　
「
江
別
の
ま
ち
お
こ
し�

（
地
域
再
生
）=

『
日
本
の
環
境
首
都

を
目
指
し
て
』
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
野

幌
原
始
林
」�

▼
講
　
師
　
札
幌
学
院
大
学
大
学
院�

　
　
　
　
　
教
授
　
太
田
　
清
澄
氏�

▼
内
　
容
　
世
界
的
な
潮
流
で
あ
る

環
境
と
共
生
す
る
都
市
づ
く
り
を
テ

ー
マ
に
、
海
外
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、こ
の
原
始
林
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
位
置
付
け
た
「
江
別
市
の
ま
ち
お

こ
し
（
地
域
再
生
）
」
の
具
体
像
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。�

◇
第
四
回
◇
平
成
１９
年
１０
月
１２
日（
金
）�

▼
テ
ー
マ
　
「
野
幌
森
林
公
園
の
生
き�

物
た
ち
」�

▼
講
　
師
　
酪
農
学
園
大
学�

　
　
　
　
　
教
授
　
村
野
　
紀
雄
氏�

▼
内
　
容
　
野
幌
の
森
の
成
り
立
ち

や
近
年
、
発
見
さ
れ
た
り
姿
を
見
せ

な
く
な
っ
た
動
植
物
を
通
じ
、
野
幌
の

森
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
す
。�

※
注
　
第
一
回
か
ら
四
回
目
ま
で�

・
会
場
　
大
麻
公
民
館
研
修
室
２
号�

・
時
間
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分 �

◇
第
五
回
◇
「
自
然
観
察
会
」�

▼
日
　
時
　
平
成
１９
年
１０
月
１３
日（
土
）�

午
前
１０
時
〜
正
午
ま
で（
小
雨
決
行
）�

▼
会
　
場
　
野
幌
森
林
公
園�

　
　
　
　
　
　
　
（
大
沢
口
へ
集
合
）�

　
自
然
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
、

野
幌
森
林
公
園
を
散
策
し
、森
に
住
む

動
植
物
の
生
態
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。�

�

★
申
込
方
法
★�

　
電
話
で
、
江
別
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
３
８
１
‐１
０
６
２�

　
先
着
順
８０
名�

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）�

　
平
成
１９
年
度
本
協
議
会
の
総

会
が
、
去
る
５
月
１２
日
市
民
会
館

に
て
、
多
数
の
会
員
の
方
に
出
席
い

た
だ
き
、無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
江
別
体
育
協
会
の
前

田
優
二
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、

議
事
が
進
め
ら
れ
、
平
成
１８
年
度

活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
の
承
認
の
後
、
平
成
１９
年

度
の
活
動
方
針
、
収
支
決
算
案
、

役
員
の
改
選
議
案
な
ど
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。�

　
平
成
１９
年
度
の
活
動
方
針
と

し
て
は
、「
生
涯
学
習
の
機
会
の
充

実
」「
生
涯
学
習
活
動
の
た
め
の

情
報
提
供
」「
組
織
活
動
の
充
実

及
び
点
検
」
の
３
つ
の
基
本
方
針

を
柱
に
、„
や
り
が
い
“と„
生
き
が

い
“の
あ
る
生
涯
学
習
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
総

会
を
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
事
務
局
）�

江
別
市
生
涯
学
習
推
進
協
議
会�

　
　
新
役
員
・
理
事
（
平
成
１９
〜
２０
年
度
）�

生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座�

生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座�

会
　
長
　
谷
川
　
幸
雄
／
北
翔
大
学
・
学
校
法
人
浅
井
学
園�

副
会
長
　
澤
口
　
智
視
／
札
幌
理
工
学
院�

　
〃
　
　
中
西
　
瑶
子
／
江
別
市
文
化
協
会�

　
　
　
　
浦
島
　
忠
勝
／
（
財
）
江
別
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団�

理
　
事
　
奥
谷
　
浩
一
／
札
幌
学
院
大
学�

　
〃
　
　
筒
井
　
洋
治
／
江
別
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会�

　
〃
　
　
加
藤
　
　
高
／
江
別
市
文
化
協
会�

　
〃
　
　
椿
谷
れ
い
子
／
北
陽
美
術
協
会�

　
〃
　
　
佐
古
　
利
男
／
大
麻
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会�

　
〃
　
　
三
井
　
房
子
／
江
別
痴
呆
の
人
の
家
族
を
支
え
る
会�

　
〃
　
　
松
山
　
和
子
／
お
は
な
し
な
あ
に�

　
〃
　
　
森
山
　
庸
美
／
江
別
市
自
治
会
連
絡
協
議
会�

　
〃
　
　
鈴
木
　
君
子
／
江
別
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会�

　
〃
　
　
堤
　
久
美
子
／
江
別
市
女
性
団
体
協
議
会�

　
〃
　
　
浅
野
　
善
之
／
（
社
）
江
別
青
年
会
議
所�

　
〃
　
　
尾
澤
　
典
子
／
江
別
保
健
所
管
内
栄
養
士
会�

　
〃
　
　
小
西
　
　
豊
／
野
幌
商
店
街
振
興
組
合�

　
〃
　
　
宮
内
　
　
清
／
（
社
）
江
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

監
　
事
　
安
達
　
　
章
／
江
別
市
社
会
福
祉
協
議
会�

　
〃
　
　
一
宇
　
　
宏
／
江
別
芸
能
赤
十
字
奉
仕
団�

理
　
事
・�

事
務
局
長�

リレー講座の様子�



編
集
後
記�

　会員相互の交流を深めるとともに、本協議会の活動を広く

市民に知ってもらうため下記のとおり会員活動発表会を開催

します。�

　皆さん奮ってご参加ください。�

　◆日　時：平成１９年９月２２日（土）午後３時～５時�

　◆会　場：野幌公民館ホール�

　◆問合せ先：事務局（生涯学習課内）TEL.３８１－１０６２�

　このコーナーでは、本協議会の加盟団体の活動やエピソー
ドなどを皆様からの寄稿をもとに、ご紹介していきます。�
　第１回目は、新規加盟団体である「一銭五厘の会」です。�

“若者たちに話してから逝きたい！”�

　　『一銭五厘の風』�

～老人から若者に戦時体験を語り継ぐセミナーを提案して～�
　　　　　　　　　＜一銭五厘の会　佐久間　恭子＞�
　以前から共感を持って読んでおりました「ら・ら・ら」の皆様

と、共に歩むことができましてうれしゅうございます。私は大麻

東町商店街の空き店舗を利用した施設「ほっとハウスおお

あさ」の中で喫茶店「カフェご近所」を運営して2年になります。

お茶を飲んでいる学生さんに、一人のおじいさんが、時折、

戦争の話をしているのを見て、一時の雑談で終わらせるの

は残念との思いから、有志で話し合い「一銭五厘の会」を立

ち上げたのが始まりです。�

　戦争体験者の方々は、80～90代を迎え、若者たちに話し

てもらう待ったなしの機会と思い提案しました。若者・老人共

に相互の理解を深める学習会になることを期待し、ここに集

う全ての人々が「精神の自由」を求めて生きていくことを願

います。�

　なお、この企画は、5月に始まり、来年3月まで続きますが、こ

の模様を全てビデオに撮り、貴重な資料として情報図書館

に寄贈する予定です。ビデオ撮影から編集まで引き受けて

いただいた大栗さんに感謝します。��

◆来年２月に「ふたたび戦争体験を語る」の企画があります。

伝えたいと思われるあなたもどうぞ参加してください。�

　連絡を待っています。�

（連絡先：「ほっとハウスおおあさ」TEL.387-3610�
           　　　　　　　　　月・金曜日の午後2時～5時）�

　「ら・ら・ら」では、生涯学習推進協議会に加入する各々の団体の行事を紹介・お知らせ致します。�
　それぞれの事業活動を本紙によりご理解いただき、参加交流の輪が広がりますことを期待し作成しております。�
　41号では、8月～10月の行事を掲載致します。今後、皆様の団体の行事等が決まりましたら、事務局まで事業の内容・日時・場所等を
お知らせくださいますようお願い申し上げます。�

【事務局】江別市教育委員会生涯学習課�
TEL.011-381-1062　FAX011-382-3434�
URL　http://www.e-lalala.org/

★江別日中友好の会★�

〈シンポジウム「中国大学生のキャンパスライフ」�
　　　　　　　　　　～留学生から生の声を聞こう～〉�
　中国における大学制度や生活実態などについて留学生を
招き紹介してもらい、異文化や習慣などに触れ相互理解を深
めるとともに国際交流の推進を図ることを目的に開催します。�
　日　 時　平成19年10月14日(日)�
　　　　　午後1時30分～3時30分�
　会　場　野幌公民館研修室　3・4号�
　内　容　留学生をパネリストとしたシンポジウム�
　参加費　無　料�
※問合せ先　江別日中友好の会　（長谷川）�
　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ382‐4582

★江別痴呆の人の家族を支える会★�

〈世界アルツハイマーディ記念講演会〉�
　日　 時　平成19年9月25日(火)�
　　　　　午後1時30分～3時30分�
　会　場　野幌公民館�
　演　題　「認知症の始まりの症状と、その時、家族はどうし
　　　　　たらよいでしょう」�
　講　師　市介護保険課   参事   佐藤   はるみ  氏�
　参加費　無　料�
※問合せ先　江別痴呆の人の家族を支える会（堀田）�
　　　　　　ＴＥＬ384‐1089（水・木 午前9時～午後3時）�

　
広
報
部
員
も
一
部
入
替

わ
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

一
報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、

愛
さ
れ
る
広
報
に
し
た
い
と
、

皆
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
多
く
の
会

の
動
き
を
知
っ
て
、
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
た
い
の
で
、

ど
う
ぞ
寄
稿
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

（
江
別
痴
呆
の
人
の
家
族

を
支
え
る
会
　
三
井
房
子
）�

★子ども文化ネットワーク・江別★�

〈こねっと・フェスティバル２００７〉�
　日　時　平成19年8月25日（土）　午後1時～午後4時�
　会　場　野幌公民館ホール�
　内　容　絵本の読み聞かせ、紙芝居、ペープサート、エプ
　　　　　ロンシアター、手遊び、各小学校のおはなし会で
　　　　　手作りした作品の展示など�
　参加費　100円(保険代含む)�
　その他　オープニング音楽会もあります。�
�

〈図書館でまちづくり〉�
　函館中央図書館長から図書館の可能性について講話い
ただきます。�
　日　 時　平成19年9月2日（日）　午後1時30分～�
　会　場　情報図書館デモ展示室�
　内　容　講演�
　講　師　函館中央図書館　館長　中山　公子　氏�
　参加費　300円（資料代）�
※問合せ先　子ども文化ネットワーク・江別　（高木）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ３８３‐４７３３�

ホッタ�


